




はじめに

平成15年 7 月 7 日､ 新発田市は豊浦町と合併し､ さらに､ 平成17年 5 月 1 日に

は､ 紫雲寺町及び加治川村との合併を実現し､ 人口10万 6 千人を擁する新しい新

発田市としてスタートいたしました｡

今日の地方行政においては､ 生活圏の広域化や高齢化社会の進展に伴う行政需

要の増大､ 地方分権の推進などに伴う簡素で効率的な行政運営の確立など､ 新た

な課題に的確に対処していく必要に迫られております｡ とりわけ､ 住民に一番身

近な市町村においては､ その行財政基盤の強化を図り､ 自己決定･自己責任が求

められる時代を迎えました｡ 時代の要請にこたえ､ 住民福祉の維持･向上を図る

ため､ 新発田市､ 紫雲寺町及び加治川村は｢合併｣という手法を選択し､ 県北地方

の中核都市として更なる発展を目指すことといたしました｡

新発田市､ 紫雲寺町及び加治川村は､ 地理的にも歴史的にも結びつきが強く､

行政の事務・事業について共同処理する部分も多く､ 文化・経済・医療など生活

圏の一体化が進んでおり､ 合併推進への土壌はできていました｡

とはいえ､ 合併の実現に至るまでは､ いくつかの困難な課題があったことも事

実です｡ これらの課題を一つ一つ克服し､ 合併を成功させた背景には､ 三市町村

の議会が議員協議会を設立し､ 議員同士の交流を深め､ 互いの地域の発展のため

に尽力されたことや､ さらには住民の皆様方の間においても､ 信頼関係が築かれ

ていたことが大きな要因であったと言えます｡

本書は､ 合併に至るまでの背景や経過についてまとめたものでございます｡ 三

市町村の合併に際し､ ご指導ご協力いただいた関係各位に､ 深甚なる感謝を申し

上げ､ 今後は､ 三市町村が長い年月にわたって培ってきた伝統と文化を基に､ 新

しい新発田市の一層の発展に全力を尽くしてまいる所存でございます｡ 市民の皆

様方をはじめ､ 関係各位の更なるご支援ご協力をお願い申しあげ､ 巻頭のごあい

さつとさせていただきます｡

新発田市長 山 吉 忠



新発田市・紫雲寺町・加治川村合併推進協議会 (任意協議会)
第 1回会議

(平成15年12月26日)

新発田市・紫雲寺町・加治川村合併協議会 (法定協議会)
第 3回会議

(平成16年 6月19日)



合併協定調印式
(平成16年 7月19日)

合併協定書



三市町村の廃置分合申請を報じる

16. 8. 3 新潟日報

読売日報



加治川村閉村式典
(平成17年 3月22日)

紫雲寺町閉町式典
(平成17年 3月30日)



合併記念事業 ｢城下町しばた文化の祭典｣
(平成17年４月23日､ 24日)



紫雲寺町閉庁式
(平成17年 4月28日)

加治川村閉庁式
(平成17年 4月27日)



新発田市加治川支所開所式
(平成17年 5月 1日)

新発田市紫雲寺支所開所式
(平成17年 5月 1日)



新発田市・紫雲寺町・加治川村合併記念式典
(平成17年 5月 2日)

市町村合併功労者
総務大臣表彰



平成17年 5月 1日 新潟日報朝刊・全県版掲載



平成17年 5月 1日 新潟日報朝刊・全県版掲載


